
JP 2012-185395 A 2012.9.27

10

(57)【要約】
【課題】液晶バリアの応答特性を改善することができる
表示装置を得る。
【解決手段】映像を表示する表示部と、光の透過と遮断
とを切り換え可能な複数の液晶バリア（開閉部１１，１
２）を有する液晶バリア部１０とを備える。上記液晶バ
リア部は、液晶層３００と、液晶層を挟むように構成さ
れた第１の基板（駆動基板３１０）、およびその第１の
基板に面する側に共通電極（透明電極層３２２）が形成
された第２の基板（対向基板３２０）とを有し、第１の
基板は、液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成され
た第１の電極（透明電極１１１，１２１）と、第１の電
極と液晶層との間において、液晶バリアに対応する位置
に形成された第２の電極（透明電極１１０，１２０）と
を有する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像を表示する表示部と、
　光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリアを有する液晶バリア部と
　を備え、
　前記液晶バリア部は、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟むように構成された第１の基板、およびその第１の基板に面する側に共
通電極が形成された第２の基板と
　を有し、
　前記第１の基板は、
　前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極と、
　前記第１の電極と前記液晶層との間において、前記液晶バリアに対応する位置に形成さ
れた第２の電極と
　を有する
　表示装置。
【請求項２】
　前記液晶バリア部の各液晶バリアを駆動する駆動部を備え、
　前記駆動部は、前記第１の電極、およびその第１の電極に対応する第２の電極のうちの
、少なくとも前記第１の電極を駆動する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、前記第２の電極をも駆動する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２の電極は、複数のスリットを有する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記液晶バリアは所定の方向に延伸するように形成され、
　前記第２の電極は、
　前記所定の方向に延伸する幹部分と、
　前記幹部分の両側に形成された複数の枝部分と
　を有し、
　前記複数の枝部分が前記複数のスリットを構成する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の電極および前記第２の電極の間に配置された絶縁層を
　さらに備えた
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　３次元映像表示モードおよび２次元映像表示モードを含む複数の表示モードを有し、
　前記複数の液晶バリアは、複数の第１の液晶バリアおよび複数の第２の液晶バリアを有
し、
　前記３次元映像表示モードでは、前記表示部が複数の異なる視点映像を表示し、前記複
数の第１の液晶バリアが透過状態になるとともに、前記複数の第２の液晶バリアが遮断状
態になることにより、３次元映像を表示し、
　前記２次元映像表示モードでは、前記表示部が１つの視点映像を表示し、前記複数の第
１の液晶バリアおよび前記複数の第２の液晶バリアが透過状態になることにより、２次元
映像を表示する
　請求項１に記載の表示装置。
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【請求項８】
　前記複数の第１の液晶バリアは、複数のバリアグループにグループ分けされ、
　前記３次元映像表示モードでは、前記複数の第１の液晶バリアは、バリアグループごと
に、時分割的に透過状態および遮断状態との間で切り換わる
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記表示部は液晶表示部であり、
　バックライトをさらに備え、
　前記液晶表示部は、前記バックライトと前記液晶バリア部との間に配置されている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部は液晶表示部であり、
　バックライトをさらに備え、
　前記液晶バリア部は、前記バックライトと前記液晶表示部との間に配置されている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリアを駆動し、
　前記液晶バリアの駆動に同期して映像を表示し、
　前記液晶バリアを駆動する際、
　前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極、および前記第１の電
極とは異なる層における前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第２の電極
のうちの、少なくとも複数の前記第１の電極に第１の駆動信号を印加し、
　前記第２の電極の側に液晶層を介して離間して配置された共通電極に共通信号を印加す
る
　表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　さらに、前記第２の電極に第２の駆動信号を印加する
　請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号および前記第２の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧
レベルとする、互いに異なる振幅を有する交流駆動信号である
　請求項１２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記第１の駆動信号の振幅は、前記第２の駆動信号の振幅よりも大きい
　請求項１３に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号および前記第２の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧
レベルとする、互いに等しい振幅を有する交流駆動信号である
　請求項１２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧レベルとした交流駆動信号
である
　請求項１１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　液晶層と、
　前記液晶層を挟むように構成された第１の基板、およびその第１の基板に面する側に共
通電極が形成された第２の基板と
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　を備え、
　前記第１の基板は、
　複数の第１の電極と、
　前記第１の電極と前記液晶層との間において、前記第１の電極に対応する位置に形成さ
れた第２の電極と
　を有する
　バリア装置。
【請求項１８】
　第１の基板に、複数の第１の電極を形成し、その上に前記第１の電極と離間してその第
１の電極に対応する位置に第２の電極をそれぞれ形成する工程と、
　第２の基板に共通電極を形成する工程と、
　前記第１の基板の、前記第１の電極および前記第２の電極が形成された側と、前記第２
の基板との間に液晶層を封止する工程と、
　少なくとも前記第２の電極および前記共通電極を通じて、前記液晶層に電圧を印加しつ
つ、前記液晶層を露光することにより、前記液晶層にプレチルトを付与する工程と
　を含むバリア装置の製造方法。
【請求項１９】
　前記液晶層にプレチルトを付与する工程では、前記第１の電極にも、電圧を印加する
　請求項１８に記載のバリア装置の製造方法。
【請求項２０】
　前記第１の電極と前記共通電極との間の電位差が、前記第２の電極と前記共通電極との
間の電位差よりも小さくなるように、前記第１の電極および前記第２の電極に電圧を印加
する
　請求項１９に記載のバリア装置の製造方法。
【請求項２１】
　前記第１の電極の電圧と前記第２の電極の電圧が等しい
　請求項１９に記載のバリア装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、立体視表示が可能なパララックスバリア方式の表示装置およびその駆動方法
、そのような表示装置に用いられるバリア装置およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、立体視表示を実現できる表示装置が注目を集めている。立体視表示は、互いに視
差のある（視点の異なる）左眼映像と右眼映像を表示するものであり、観察者が左右の目
でそれぞれを見ることにより奥行きのある立体的な映像として認識することができる。ま
た、互いに視差がある３つ以上の映像を表示することにより、観察者に対してより自然な
立体映像を提供することが可能な表示装置も開発されている。
【０００３】
　このような表示装置は、専用の眼鏡が必要なものと、不要なものとに大別されるが、観
察者にとっては専用の眼鏡は煩わしく感じるものであり、専用の眼鏡が不要なものが望ま
れている。専用の眼鏡が不要な表示装置としては、例えば、レンチキュラーレンズ方式や
、視差バリア（パララックスバリア）方式などがある。これらの方式では、互いに視差が
ある複数の映像（視点映像）を同時に表示し、表示装置と観察者の視点との相対的な位置
関係（角度）によって見える映像が異なるようになっている。例えば、特許文献１には、
バリアとして液晶素子を用いた、パララックスバリア方式の表示装置が開示されている。
【０００４】
　ところで、液晶表示装置（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）では、例えばＶＡ（Vert
ical Alignment）モードの液晶がしばしば用いられている。このような液晶表示装置では
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、液晶分子は、電圧無印加時（オフ状態）にはその長軸方向が基板面に対して垂直な方向
に沿った配向となるが、電圧印加時（オン状態）には、その電圧の大きさに応じて液晶分
子が倒れた（傾いた）配向となる。よって、電圧無印加の状態において液晶層に電圧が印
加され、基板面に垂直に配向していた液晶分子が倒れる際、その倒れる方向が任意である
ため、液晶分子の配向が乱れるおそれがある。この場合、このような液晶表示装置では、
電圧に対する応答が遅くなってしまう。
【０００５】
　そこで、電圧応答時における液晶分子の倒れる方向を規制するために、予め液晶分子を
特定の方向に傾けて配列させておく（いわゆるプレチルトを付与する）手法が利用されて
いる。例えば、特許文献２には、画素電極に複数のスリットを設け、対向電極をベタ形成
（スリットなし）すると共に、ポリマーにより液晶分子をプレチルト状態に保持するＰＳ
Ａ（Polymer Sustained Alignment）方式が提案されている。このようなプレチルトを用
いた手法によれば、液晶分子の電圧に対する応答特性を改善できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平３－１１９８８９号公報
【特許文献２】特開２００２－１０７７３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、パララックスバリア方式の表示装置において、液晶素子を用いてバリアを構
成した場合でも、そのバリアの応答特性の改善が望まれている。しかしながら、その具体
的な方法については、まだ提案されていない。
【０００８】
　本開示はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、液晶バリアの応答特性を
改善することができる、表示装置およびその駆動方法、ならびにバリア装置およびその製
造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示の表示装置は、表示部と、液晶バリア部とを備えている。表示部は、映像を表示
するものである。液晶バリア部は、光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリア
を有するものである。上記液晶バリア部は、液晶層と、液晶層を挟むように構成された第
１の基板、およびその第１の基板に面する側に共通電極が形成された第２の基板とを有し
、第１の基板は、液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極と、第１の
電極と液晶層との間において、液晶バリアに対応する位置に形成された第２の電極とを有
するものである。
【００１０】
　本開示の表示装置の駆動方法は、光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリア
を駆動し、液晶バリアの駆動に同期して映像を表示し、液晶バリアを駆動する際、液晶バ
リアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極、および第１の電極とは異なる層に
おける液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第２の電極のうちの、少なくとも
複数の第１の電極に第１の駆動信号を印加し、第２の電極の側に液晶層を介して離間して
配置された共通電極に共通信号を印加するものである。
【００１１】
　本開示のバリア装置は、液晶層と、液晶層を挟むように構成された第１の基板および第
２の基板とを備えている。上記第２の基板は、第１の基板に面する側に共通電極が形成さ
れたものである。上記第１の基板は、複数の第１の電極と、第１の電極と液晶層との間に
おいて、第１の電極に対応する位置に形成された第２の電極とを有している。
【００１２】
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　本開示のバリア装置の製造方法は、第１の基板に、複数の第１の電極を形成し、その上
に第１の電極と離間してその第１の電極に対応する位置に第２の電極をそれぞれ形成する
工程と、第２の基板に共通電極を形成する工程と、第１の基板の、第１の電極および第２
の電極が形成された側と、第２の基板との間に液晶層を封止する工程と、少なくとも第２
の電極および共通電極を通じて、液晶層に電圧を印加しつつ、液晶層を露光することによ
り、液晶層にプレチルトを付与する工程とを含むものである。
【００１３】
　本開示の表示装置およびその駆動方法、ならびにバリア装置およびその製造方法では、
液晶バリア部の液晶バリアが透過状態になることにより、表示部において表示された映像
が観察者に視認される。その際、液晶層の液晶分子は、第１の電極、第２の電極、および
共通電極の電圧に基づいて制御される。
【発明の効果】
【００１４】
　本開示の表示装置およびその駆動方法、バリア装置およびその製造方法によれば、第１
の基板に第１の電極および第２の電極を備えるようにしたので、液晶バリアの応答特性を
改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の実施の形態に係る立体表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図１に示した立体表示装置の一構成例を表す説明図である。
【図３】図１に示した表示駆動部および表示部の一構成例を表すブロック図である。
【図４】図１に示した表示部の一構成例を表す説明図である。
【図５】図１に示した液晶バリア部の一構成例を表す説明図である。
【図６】図１に示した液晶バリア部に係る透明電極層の一構成例を表す説明図である。
【図７】図１に示した液晶バリア部に係る液晶分子の配向を表す模式図である。
【図８】図１に示したバリア駆動部の駆動信号の一例を表す波形図である。
【図９】図１に示した液晶バリア部のグループ構成例を表す説明図である。
【図１０】図１に示した表示部および液晶バリア部の一動作例を表す模式図である。
【図１１】図１に示した表示部および液晶バリア部の一動作例を表す他の模式図である。
【図１２】図１に示した立体表示装置の一動作例を表すタイミング図である。
【図１３】図１に示した液晶バリア部に係る液晶層における等電位分布を表す特性図であ
る。
【図１４】図１に示した液晶バリア部に係る液晶層における液晶分子の配向を表す模式図
である。
【図１５】図１に示した液晶バリア部の透過率を表す特性図である。
【図１６】図１に示した液晶バリア部の製造工程を表すフローチャートである。
【図１７】図１に示した液晶バリア部のプレチルト付与工程を表す説明図である。
【図１８】実施の形態の比較例に係る液晶バリア部の一構成例を表す断面図である。
【図１９】実施の形態の比較例に係る液晶バリア部の液晶層における液晶分子の配向を表
す模式図である。
【図２０】実施の形態の変形例に係る液晶バリア部における透明電極層の一構成例を表す
説明図である。
【図２１】実施の形態の他の変形例に係る液晶バリア部における透明電極層の一構成例を
表す断面図である。
【図２２】変形例に係る立体表示装置の一構成例を表す説明図である。
【図２３】変形例に係る立体表示装置の一動作例を表す模式図である。
【図２４】他の変形例に係る液晶バリア部の一構成例を表す平面図である。
【図２５】他の変形例に係る表示部および液晶バリア部の一動作例を表す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
［構成例］
（全体構成例）
　図１は、第１の実施の形態に係る立体表示装置１の一構成例を表すものである。立体表
示装置１は、液晶バリアを用いた、パララックスバリア方式の表示装置である。なお、本
開示の実施の形態に係る表示装置の駆動方法、バリア装置、およびバリア装置の製造方法
は、本実施の形態により具現化されるので、併せて説明する。立体表示装置１は、制御部
４０と、表示駆動部５０と、表示部２０と、バックライト駆動部４２と、バックライト３
０と、バリア駆動部４１と、液晶バリア部１０とを備えている。
【００１８】
　制御部４０は、外部より供給される映像信号Ｓdispに基づいて、表示駆動部５０、バッ
クライト駆動部４２、およびバリア駆動部４１に対してそれぞれ制御信号を供給し、これ
らがお互いに同期して動作するように制御する回路である。具体的には、制御部４０は、
表示駆動部５０に対して映像信号Ｓdispに基づく映像信号Ｓを供給し、バックライト駆動
部４２に対してバックライト制御信号ＣＢＬを供給し、バリア駆動部４１に対してバリア
制御信号ＣＢＲを供給するようになっている。ここで、映像信号Ｓは、立体表示装置１が
立体視表示を行う場合に、後述するように、それぞれが複数（この例では６つ）の視点映
像を含む映像信号ＳＡ，ＳＢから構成されるものである。
【００１９】
　表示駆動部５０は、制御部４０から供給される映像信号Ｓに基づいて表示部２０を駆動
するものである。表示部２０は、この例では液晶表示部であり、液晶表示素子を駆動して
、バックライト３０から射出した光を変調することにより表示を行うようになっている。
【００２０】
　バックライト駆動部４２は、制御部４０から供給されるバックライト制御信号ＣＢＬに
基づいてバックライト３０を駆動するものである。バックライト３０は、表示部２０に対
して面発光した光を射出する機能を有している。バックライト３０は、例えば、ＬＥＤ（
Light Emitting Diode）や、ＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp）などを用いて
構成されるものである。
【００２１】
　バリア駆動部４１は、制御部４０から供給されるバリア制御信号ＣＢＲに基づいてバリ
ア駆動信号ＤＲＶを生成し、液晶バリア部１０に供給するものである。液晶バリア部１０
は、バックライト３０から射出し表示部２０を透過した光を透過（開動作）または遮断（
閉動作）するものであり、液晶を用いて構成された複数の開閉部１１，１２（後述）を有
している。
【００２２】
　図２は、立体表示装置１の要部の一構成例を表すものであり、（Ａ）は立体表示装置１
の分解斜視構成を示し、（Ｂ）は立体表示装置１の側面図を示す。図２に示したように、
立体表示装置１では、これらの各部品は、バックライト３０、表示部２０、および液晶バ
リア部１０の順に配置されている。つまり、バックライト３０から射出した光は、表示部
２０および液晶バリア部１０を介して、観察者に届くようになっている。
【００２３】
（表示駆動部５０および表示部２０）
　図３は、表示駆動部５０および表示部２０のブロック図の一例を表すものである。表示
駆動部５０は、タイミング制御部５１と、ゲートドライバ５２と、データドライバ５３と
を備えている。タイミング制御部５１は、ゲートドライバ５２およびデータドライバ５３
の駆動タイミングを制御するとともに、制御部４０から供給された映像信号Ｓを映像信号
Ｓ１としてデータドライバ５３へ供給するものである。ゲートドライバ５２は、タイミン
グ制御部５１によるタイミング制御に従って、表示部２０内の画素Ｐｉｘを行ごとに順次
選択して、線順次走査するものである。データドライバ５３は、表示部２０の各画素Ｐｉ
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ｘへ、映像信号Ｓ１に基づく画素信号を供給するものである。具体的には、データドライ
バ５３は、映像信号Ｓ１に基づいてＤ／Ａ（デジタル／アナログ）変換を行うことにより
、アナログ信号である画素信号を生成し、各画素Ｐｉｘへ供給するようになっている。
【００２４】
　図４は、表示部２０の一構成例を表すものであり、（Ａ）は画素Ｐｉｘの回路図の一例
を示し、（Ｂ）は表示部２０の断面構成を示す。
【００２５】
　画素Ｐｉｘは、図４（Ａ）に示したように、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）素子Ｔｒ
と、液晶素子ＬＣと、保持容量素子Ｃとを備えている。ＴＦＴ素子Ｔｒは、例えばＭＯＳ
－ＦＥＴ（Metal Oxide Semiconductor-Field Effect Transistor）により構成されるも
のであり、ゲートがゲート線Ｇに接続され、ソースがデータ線Ｄに接続され、ドレインが
液晶素子ＬＣの一端と保持容量素子Ｃの一端に接続されている。液晶素子ＬＣは、一端が
ＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は接地されている。保持容量素子Ｃは、一端
がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は保持容量線Ｃｓに接続されている。ゲー
ト線Ｇはゲートドライバ５２に接続され、データ線Ｄはデータドライバ５３に接続されて
いる。
【００２６】
　表示部２０は、図４（Ｂ）に示したように、駆動基板２０７と対向基板２０８との間に
、液晶層２０３を封止したものである。駆動基板２０７は、透明基板２０１と、画素電極
２０２と、偏光板２０６ａとを有している。透明基板２０１は、上記ＴＦＴ素子Ｔｒを含
む画素駆動回路（図示せず）が形成されたものであり、この透明基板２０１上には、画素
Ｐｉｘ毎に画素電極２０２が配設されている。そして、透明基板２０１の、画素電極２０
２が配設された面とは反対の面には、偏光板２０６ａが貼り付けられている。対向基板２
０８は、透明基板２０５と、対向電極２０４と、偏光板２０６ｂとを有している。透明基
板２０５には、図示しないカラーフィルタやブラックマトリクスが形成されており、更に
液晶層２０３側の面には、対向電極２０４が各画素Ｐｉｘに共通の電極として配設されて
いる。透明基板２０５の、対向電極２０４が配設された面とは反対の面には、偏光板２０
６ｂが貼り付けられている。偏光板２０６ａおよび偏光板２０６ｂは、互いにクロスニコ
ルまたはパラレルニコルとなるように貼り合わせられている。
【００２７】
（液晶バリア部１０およびバリア駆動部４１）
　図５は、液晶バリア部１０の一構成例を表すものであり、（Ａ）は液晶バリア部１０に
おける開閉部の配置構成を示し、（Ｂ）は（Ａ）の液晶バリア部１０のＶ－Ｖ矢視方向の
断面構成を示す。なお、この例では、液晶バリア部１０はノーマリーブラック動作を行う
ものとする。つまり、液晶バリア部１０は、駆動されていない状態では光を遮断するもの
とする。
【００２８】
　液晶バリア部１０は、いわゆるパララックスバリアであり、図５（Ａ）に示したように
、光を透過または遮断する複数の開閉部（液晶バリア）１１，１２を有している。これら
の開閉部１１，１２は、立体表示装置１が通常表示（２次元表示）および立体視表示のど
ちらを行うかにより、異なる動作を行う。具体的には、開閉部１１は、後述するように、
通常表示の際には開状態（透過状態）になり、立体視表示を行う際には、閉状態（遮断状
態）となるものである。開閉部１２は、後述するように、通常表示の際には開状態（透過
状態）、立体視表示の際には、時分割的に開閉動作を行うものである。
【００２９】
　これらの開閉部１１および開閉部１２は、この例ではＹ方向に延在して設けられている
。この例では、開閉部１１の幅Ｅ１と、開閉部１２の幅Ｅ２とは、互いに異なっており、
ここでは例えばＥ１＞Ｅ２となっている。但し、開閉部１１，１２の幅の大小関係はこれ
に限定されず、Ｅ１＜Ｅ２であってもよく、また、Ｅ１＝Ｅ２であってもよい。このよう
な開閉部１１，１２は、液晶層（後述する液晶層３００）を含んで構成されており、この
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液晶層３００への駆動電圧によって、開閉が切り替わるようになっている。
【００３０】
　液晶バリア部１０は、図５（Ｂ）に示したように、駆動基板３１０と、対向基板３２０
との間に液晶層３００を備えたものである。
【００３１】
　駆動基板３１０は、透明基板３１１と、透明電極層３１２と、絶縁層３１３と、透明電
極層３１４と、配向膜３１５と、偏光板３１６とを備えている。透明基板３１１は、例え
ばガラス等から構成されるものであり、その表面には、図示しないＴＦＴが形成されてい
る。そしてその上には、図示しない平坦化膜を介して透明電極層３１２が形成されている
。透明電極層３１２は、例えばＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等の透明導電膜により構成さ
れている。この透明電極層３１２の上には、絶縁層３１３が形成されている。絶縁層３１
３は、例えば、ＳｉＮにより構成される。その絶縁層３１３の上には、透明電極層３１４
が形成されている。透明電極層３１４は、透明電極層３１２と同様に、例えばＩＴＯ等の
透明導電膜により構成されている。この透明電極層３１４には、後述するように、複数の
枝部分６３を有する透明電極１１０，１２０が形成されている。そして透明電極層３１４
の上には、配向膜３１５が形成されている。配向膜３１５としては、例えばポリイミドや
ポリシロキサン等の垂直配向剤が使用可能である。駆動基板３１０の、これらの透明電極
層３１２，３１４などが形成された面とは反対の面には、偏光板３１６が貼り付けられて
いる。
【００３２】
　対向基板３２０は、透明基板３２１と、透明電極層３２２と、配向膜３２５と、偏光板
３２６とを備えている。透明基板３２１は、透明基板３１１と同様に、例えばガラス等か
ら構成されるものである。この透明基板３２１の上には、透明電極層３２２が形成されて
いる。この透明電極層３２２は、全面にわたって一様に形成された電極であり、透明電極
層３１２，３１４と同様に、例えばＩＴＯ等の透明導電膜により構成されている。そして
、透明電極層３２２の上には、配向膜３２５が形成されている。配向膜３２５としては、
配向膜３１５と同様に、例えばポリイミドやポリシロキサン等の垂直配向剤が使用可能で
ある。対向基板３２０の、透明電極層３２２などが形成された面とは反対の面には、偏光
板３２６が貼り付けられている。偏光板３１６および偏光板３２６は、互いにクロスニコ
ルになるように貼り合わせられている。具体的には、例えば、偏光板３１６の透過軸は水
平方向Ｘに配置され、偏光板３２６の透過軸は垂直方向Ｙに配置されている。
【００３３】
　液晶層３００は、例えば、垂直配向型の液晶分子を含むものである。この液晶分子は、
例えば長軸および短軸をそれぞれ中心軸として回転対称な形状をなし、負の誘電率異方性
（長軸方向における誘電率が短軸方向よりも小さい性質）を示すものである。
【００３４】
　透明電極層３１４は、複数の透明電極１１０，１２０を有している。そして、透明電極
層３１２は、透明電極１１０に対応する位置に透明電極１１１を有し、透明電極１２０に
対応する位置に透明電極１２１を有している。また、透明電極層３２２は、複数の透明電
極１１０，１２０に対応する位置にわたって、いわゆる共通電極として設けられており、
共通電圧Ｖcomが印加されている。この例では、共通電圧Ｖcomは０Ｖの直流電圧であるが
、これに限定されるものではない。透明電極層３１４の透明電極１１０、透明電極層３１
２におけるその透明電極１１０に対応する透明電極１１１、および透明電極層３２２にお
けるそれらの透明電極１１０，１１１に対応する部分は、開閉部１１を構成している。同
様に、透明電極層３１４の透明電極１２０、透明電極層３１２におけるその透明電極１２
０に対応する透明電極１２１、および透明電極層３２２におけるそれらの透明電極１２０
，１２１に対応する部分は、開閉部１２を構成している。このような構成により、液晶バ
リア部１０では、透明電極層３２２に電圧を印加するとともに、透明電極１１０，１１１
または透明電極１２０，１２１に電圧を選択的に印加することにより、液晶層３００がそ
の電圧に応じた液晶配向になり、開閉部１１，１２毎の開閉動作を行うことができるよう
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になっている。
【００３５】
　図６は、液晶バリア部１０における透明電極層３１２，３１４の一構成例を表すもので
あり、（Ａ）は、透明電極層３１２における透明電極１１１，１２１、および透明電極層
３１４における透明電極１１０，１２０の一構成例を示し、（Ｂ）は（Ａ）に示したＶＩ
－ＶＩ矢視方向における液晶バリア部１０の断面構成を示す。
【００３６】
　透明電極１１０，１２０は、それぞれ、開閉部１１，１２の延伸方向と同じ方向（垂直
方向Ｙ）に延伸する幹部分６１を有している。透明電極１１０，１２０には、それぞれ、
幹部分６１の延伸方向に沿って複数のサブ電極領域７０が並設されている。各サブ電極領
域７０は、幹部分６２と、枝部分６３とを有している。幹部分６２は、幹部分６１と交差
する方向に延伸するように形成されており、この例では、水平方向Ｘの方向に延伸してい
る。並設された複数の枝部分６３は、互いに隣接する枝部分６３との間にスリットを構成
する。各サブ電極領域７０には、幹部分６１および幹部分６２により区切られた４つの枝
領域（ドメイン）７１～７４が設けられている。
【００３７】
　枝部分６３は、各枝領域７１～７４において、幹部分６１，６２から延びるように形成
されている。枝部分６３のライン幅は、枝領域７１～７４において互いに等しくなってお
り、同様に、枝部分６３の間隔（スリット幅）も、これらの枝領域７１～７４において互
いに等しくなっている。枝領域７１～７４の枝部分６３は、各領域内において同じ方向に
延伸している。枝領域７１の枝部分６３の延伸方向と、枝領域７３の枝部分６３の延伸方
向とは、垂直方向Ｙを軸として対称になっており、同様に、枝領域７２の枝部分６３の延
伸方向と、枝領域７４の枝部分６３の延伸方向とは、垂直方向Ｙを軸として対称になって
いる。また、枝領域７１の枝部分６３の延伸方向と、枝領域７２の枝部分６３の延伸方向
とは、水平方向Ｘを軸として対称になっており、同様に、枝領域７３の枝部分６３の延伸
方向と、枝領域７４の枝部分６３の延伸方向とは、水平方向Ｘを軸として対称になってい
る。この例では、具体的には、枝領域７１，７４の枝部分６３は、水平方向Ｘから反時計
まわりに所定の角度（例えば４５度）だけ回転させた方向に延伸しており、枝領域７２，
７３の枝部分６３は、水平方向Ｘから時計まわりに所定の角度（例えば４５度）だけ回転
させた方向に延伸している。このように構成することにより、観察者が立体表示装置１の
表示画面を観察する際、左方向および右方向から観察したときの視野角特性を対称にする
ことができるとともに、上方向および下方向から観察したときの視野角特性を対称にする
ことができる。
【００３８】
　透明電極１１１は、図６に示したように、透明電極層３１２において、透明電極１１０
に対応する部分に一様に形成されている。すなわち、透明電極１１１は、透明電極１１０
の幹部分６１，６２および枝部分６３に対応する部分だけでなく、枝部分６３の間（スリ
ット）に対応する部分にも形成されている。同様に、透明電極１２１は、図６に示したよ
うに、透明電極層３１２において、透明電極１２０に対応する部分に一様に形成されてい
る。すなわち、透明電極１２１は、透明電極１２０の幹部分６１，６２および枝部分６３
に対応する部分だけでなく、その枝部分６３の間（スリット）に対応する部分にも形成さ
れている。
【００３９】
　図７は、液晶層３００における、電圧無印加時の液晶分子Ｍの配向を表すものである。
液晶層３００では、配向膜３１５，３２５との界面近傍の液晶分子Ｍの長軸方向が、配向
膜３１５，３２５からの規制により基板面に略垂直となるように配向しつつ、その垂直方
向から僅かに傾いた状態で保持されている。即ち、液晶層３００の配向膜３１５，３２５
との界面近傍では、いわゆるプレチルトが付与されている。その垂直方向からの傾き角（
プレチルト角）θは、例えば３°程度である。このようなプレチルトは、液晶層３００の
配向膜３１５，３２５との界面近傍においてポリマーによって保持されており、この界面
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近傍の液晶分子の配向に倣って他の液晶分子（例えば液晶層３００の厚み方向における中
央付近の液晶分子）も同等の方向に配向している。
【００４０】
　この構成により、透明電極層３１４（透明電極１１０，１２０）、透明電極層３１２（
透明電極１１１，１２１）および透明電極層３２２に電圧を印加して、液晶層３００の両
側の電圧の電位差が大きくなると、液晶層３００における光の透過率が増大し、開閉部１
１，１２は遮断状態（閉状態）から透過状態（開状態）へ変化する。その際、上述したプ
レチルトにより、電圧の印加に対して液晶分子Ｍが素早く応答して倒れることにより、す
ばやく透過状態（開状態）へ変化する。一方、その電位差が小さくなると、液晶層３００
における光の透過率が減少し、開閉部１１，１２は遮断状態（閉状態）となる。
【００４１】
　なお、この例では、液晶バリア部１０はノーマリーブラック動作を行うものとしたが、
これに限定されるものではなく、これに代えて、例えばノーマリーホワイト動作を行うも
のであってもよい。この場合には、液晶層３００に印加される電圧の電位差が大きくなる
と、開閉部１１，１２は遮断状態となり、その電位差が小さくなると、開閉部１１，１２
は透過状態となる。なお、ノーマリーブラック動作とノーマリーホワイト動作の選択は、
例えば、偏光板の偏光軸の調整により設定することができる。
【００４２】
　バリア駆動部４１は、制御部４０から供給されるバリア制御信号ＣＢＲに基づいて、バ
リア駆動信号ＤＲＶを生成し、液晶バリア部１０の透明電極１１０，１１１（開閉部１１
）、および透明電極１２０，１２１（開閉部１２）を駆動するものである。具体的には、
後述するように、バリア駆動部４１は、開閉部１１を駆動する際には、透明電極１１０に
対して駆動信号ＤＲＶ０を印加するとともに、透明電極１１１に対して駆動信号ＤＲＶ１
を印加する。また、バリア駆動部４１は、開閉部１２を駆動する際には、透明電極１２０
に対して駆動信号ＤＲＶ０を印加するとともに、透明電極１２１に対して駆動信号ＤＲＶ
１を印加する。駆動信号ＤＲＶ０，ＤＲＶ１は、開閉部１１，１２を閉動作（遮断状態）
させる際には、共通電圧Ｖcom（０Ｖ）を有する直流信号となり、開閉部１１，１２を開
動作（透過状態）させる際には、交流信号となる。
【００４３】
　図８は、開閉部１１，１２を開動作（透過状態）させる際の駆動信号ＤＲＶ０，ＤＲＶ
１の一例を表すものである。駆動信号ＤＲＶ０，ＤＲＶ１は、開閉部１１，１２を開動作
（透過状態）させる際には、共通電圧Ｖcom（０Ｖ）を中心とした交流波形となる。この
例では、駆動信号ＤＲＶ１の振幅ＶＳＷ１は、駆動信号ＤＲＶ０の振幅ＶＳＷ０よりも大
きく設定されている。例えば、振幅ＶＳＷ０は２０Ｖとすることができ、振幅ＶＳＷ１は
２１Ｖとすることができる。
【００４４】
　液晶バリア部１０では、複数の開閉部１２はグループを構成し、同じグループに属する
複数の開閉部１２は、立体視表示を行う際、同じタイミングで開動作および閉動作を行う
ようになっている。以下に、開閉部１２のグループについて説明する。
【００４５】
　図９は、開閉部１２のグループ構成例を表すものである。開閉部１２は、この例では２
つのグループを構成している。具体的には、並設された複数の開閉部１２が、交互にグル
ープＡおよびグループＢを構成するようになっている。なお、以下では、グループＡに属
する開閉部１２の総称として開閉部１２Ａを適宜用い、同様に、グループＢに属する開閉
部１２の総称として開閉部１２Ｂを適宜用いるものとする。
【００４６】
　バリア駆動部４１は、立体視表示を行う際、同じグループに属する複数の開閉部１２が
同じタイミングで開閉動作を行うように駆動する。具体的には、バリア駆動部４１は、後
述するように、グループＡに属する複数の開閉部１２Ａに対してバリア駆動信号ＤＲＶＡ
（駆動信号ＤＲＶ０，ＤＲＶ１）を供給し、グループＢに属する複数の開閉部１２Ｂに対



(12) JP 2012-185395 A 2012.9.27

10

20

30

40

50

してバリア駆動信号ＤＲＶＢ（駆動信号ＤＲＶ０，ＤＲＶ１）を供給し、時分割的に交互
に開閉動作するように駆動する。
【００４７】
　図１０は、立体視表示および通常表示（２次元表示）を行う場合の液晶バリア部１０の
状態を、断面構造を用いて模式的に表すものであり、（Ａ）は立体視表示を行う一状態を
示し、（Ｂ）は立体視表示を行う他の状態を示し、（Ｃ）は通常表示を行う状態を示す。
液晶バリア部１０には、開閉部１１および開閉部１２（開閉部１２Ａ，１２Ｂ）が交互に
配置されている。この例では、開閉部１２Ａは、表示部２０の６つの画素Ｐｉｘに１つの
割合で設けられている。同様に、開閉部１２Ｂは、表示部２０の６つの画素Ｐｉｘに１つ
の割合で設けられている。以下の説明では、画素Ｐｉｘは、３つのサブピクセル（ＲＧＢ
）から構成されたピクセルとするが、これに限定されるものではなく、例えば、画素Ｐｉ
ｘがサブピクセルであってもよい。また、液晶バリア部１０において、光が遮断される部
分は斜線で示している。
【００４８】
　立体視表示を行う場合には、表示駆動部５０に映像信号ＳＡ，ＳＢが交互に供給され、
表示部２０はそれらに基づいて表示を行う。そして、液晶バリア部１０では、開閉部１２
（開閉部１２Ａ，１２Ｂ）が時分割的に開閉動作を行い、開閉部１１が閉状態（遮断状態
）を維持する。具体的には、映像信号ＳＡが供給された場合には、図１０（Ａ）に示した
ように、開閉部１２Ａが開状態になるとともに、開閉部１２Ｂが閉状態になる。表示部２
０では、後述するように、この開閉部１２Ａに対応した位置に配置された互いに隣接する
６つの画素Ｐｉｘが、映像信号ＳＡに含まれる６つの視点映像に対応する表示を行う。こ
れにより、観察者は、後述するように、例えば左眼と右眼とで異なる視点映像を見ること
により、表示された映像を立体的な映像として感じるようになっている。同様に、映像信
号ＳＢが供給された場合には、図１０（Ｂ）に示したように、開閉部１２Ｂが開状態にな
るとともに、開閉部１２Ａが閉状態になる。表示部２０では、後述するように、この開閉
部１２Ｂに対応した位置に配置された互いに隣接する６つの画素Ｐｉｘが、映像信号ＳＢ
に含まれる６つの視点映像に対応する表示を行う。これにより、観察者は、後述するよう
に、例えば左眼と右眼とで異なる視点映像を見ることにより、表示された映像を立体的な
映像として感じるようになっている。立体表示装置１では、このように、開閉部１２Ａと
開閉部１２Ｂを交互に開放して映像を表示することにより、後述するように、表示装置の
解像度を高めることができるようになっている。
【００４９】
　通常表示（２次元表示）を行う場合には、液晶バリア部１０では、図１０（Ｃ）に示し
たように、開閉部１１および開閉部１２（開閉部１２Ａ，１２Ｂ）はともに開状態（透過
状態）を維持するようになっている。これにより、観察者は、映像信号Ｓに基づいて表示
部２０に表示された通常の２次元映像をそのまま見ることができる。
【００５０】
　ここで、開閉部１１，１２は、本開示における「液晶バリア」の一具体例に対応する。
駆動基板３１０は、本開示における「第１の基板」の一具体例に対応する。対向基板３２
０は、本開示における「第２の基板」の一具体例に対応する。透明電極層３２２は、本開
示における「共通電極」の一具体例に対応する。透明電極１１１，１２１は、本開示にお
ける「第１の電極」の一具体例に対応する。透明電極１１０，１２０は、本開示における
「第２の電極」の一具体例に対応する。開閉部１２（開閉部１２Ａ，１２Ｂ）は、本発明
における「第１の液晶バリア」の一具体例に対応し、開閉部１１は、本発明における「第
２の液晶バリア」の一具体例に対応する。
【００５１】
［動作および作用］
　続いて、本実施の形態の立体表示装置１の動作および作用について説明する。
【００５２】
（全体動作概要）



(13) JP 2012-185395 A 2012.9.27

10

20

30

40

50

　まず、図１を参照して、立体表示装置１の全体動作概要を説明する。制御部４０は、外
部より供給される映像信号Ｓdispに基づいて、表示駆動部５０、バックライト駆動部４２
、およびバリア駆動部４１に対してそれぞれ制御信号を供給し、これらがお互いに同期し
て動作するように制御する。バックライト駆動部４２は、制御部４０から供給されるバッ
クライト制御信号ＣＢＬに基づいてバックライト３０を駆動する。バックライト３０は、
面発光した光を表示部２０に対して射出する。表示駆動部５０は、制御部４０から供給さ
れる映像信号Ｓに基づいて表示部２０を駆動する。表示部２０は、バックライト３０から
射出した光を変調することにより表示を行う。バリア駆動部４１は、制御部４０から供給
されるバリア制御命令ＣＢＲに基づいてバリア駆動信号ＤＲＶを生成し、液晶バリア部１
０に供給する。液晶バリア部１０の開閉部１１，１２（１２Ａ，１２Ｂ）は、バリア制御
命令ＣＢＲに基づいて開閉動作を行い、バックライト３０から射出し表示部２０を透過し
た光を透過または遮断する。
【００５３】
（立体視表示の詳細動作）
　次に、いくつかの図を参照して、立体視表示を行う場合の詳細動作を説明する。
【００５４】
　図１１は、表示部２０および液晶バリア部１０の動作例を表すものであり、（Ａ）は、
映像信号ＳＡが供給された場合を示し、（Ｂ）は映像信号ＳＢが供給された場合を示す。
【００５５】
　映像信号ＳＡが供給された場合には、図１１（Ａ）に示したように、表示部２０の画素
Ｐｉｘのそれぞれは、映像信号ＳＡに含まれる６つの視点映像のそれぞれに対応する画素
情報Ｐ１～Ｐ６を表示する。このとき、画素情報Ｐ１～Ｐ６は、開閉部１２Ａ付近に配置
された画素Ｐｉｘにそれぞれ表示される。映像信号ＳＡが供給された場合には、液晶バリ
ア部１０では、開放部１２Ａが開状態（透過状態）になるとともに、開放部１２Ｂが閉状
態になるように制御されている。表示部２０の各画素Ｐｉｘから出た光は、開閉部１２Ａ
によりそれぞれ角度が制限されて出力される。観察者は、例えば左眼で画素情報Ｐ３を、
右眼で画素情報Ｐ４を見ることにより、立体的な映像を見ることができる。
【００５６】
　映像信号ＳＢが供給された場合には、図１１（Ｂ）に示したように、表示部２０の画素
Ｐｉｘのそれぞれは、映像信号ＳＢに含まれる６つの視点映像のそれぞれに対応する画素
情報Ｐ１～Ｐ６を表示する。このとき、画素情報Ｐ１～Ｐ６は、開閉部１２Ｂ付近に配置
された画素Ｐｉｘにそれぞれ表示される。映像信号ＳＢが供給された場合には、液晶バリ
ア部１０では、開放部１２Ｂが開状態（透過状態）になるとともに、開放部１２Ａが閉状
態になるように制御されている。表示部２０の各画素Ｐｉｘから出た光は、開閉部１２Ｂ
によりそれぞれ角度が制限されて出力される。観察者は、例えば左眼で画素情報Ｐ３を、
右眼で画素情報Ｐ４を見ることにより、立体的な映像を見ることができる。
【００５７】
　このように、観察者は、左眼と右眼とで、画素情報Ｐ１～Ｐ６のうちの異なる画素情報
を見ることとなり、観察者は立体的な映像として感じることができる。また、開閉部１２
Ａと開閉部１２Ｂを時分割的に交互に開放して映像を表示することにより、観察者は、互
いにずれた位置に表示される映像を平均化して見ることとなる。よって、立体表示装置１
は、開閉部１２Ａのみをもつ場合に比べ、２倍の解像度を実現することが可能となる。言
い換えれば、立体表示装置１の解像度は、２次元表示の場合に比べ１／３（＝１／６×２
）で済むこととなる。
【００５８】
　図１２は、立体表示装置１における表示動作のタイミング図を表すものであり、（Ａ）
は表示部２０の動作を示し、（Ｂ）はバックライト３０の動作を示し、（Ｃ）はバリア駆
動信号ＤＲＶＡの波形を示し、（Ｄ）は開閉部１２Ａにおける光の透過率Ｔを示し、（Ｅ
）はバリア駆動信号ＤＲＶＢの波形を示し、（Ｆ）は開閉部１２Ｂにおける光の透過率Ｔ
を示す。
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【００５９】
　図１２（Ａ）の縦軸は、表示部２０の線順次走査方向（Ｙ方向）の位置を示している。
つまり、図１２（Ａ）は、ある時刻の、Ｙ方向におけるある位置での表示部２０の動作状
態を示している。図１２（Ａ）において、“ＳＡ”は表示部２０が映像信号ＳＡに基づく
表示を行っている状態を示し、“ＳＢ”は表示部２０が映像信号ＳＢに基づく表示を行っ
ている状態を示している。
【００６０】
　立体表示装置１では、走査周期Ｔ１で行われる線順次走査により、開閉部１２Ａにおけ
る表示（映像信号ＳＡに基づく表示）と開閉部１２Ｂにおける表示（映像信号ＳＢに基づ
く表示）とを時分割的に行う。そして、表示周期Ｔ０ごとにこれらの表示を繰り返す。こ
こで、表示周期Ｔ０は、例えば、１６．７［msec］（６０［Ｈｚ］の一周期分）にするこ
とが可能である。この場合、走査周期Ｔ１は、４．２［msec］（表示周期Ｔ０の４分の１
）である。
【００６１】
　立体表示装置１は、タイミングｔ２～ｔ３の期間において、映像信号ＳＡに基づく表示
を行い、タイミングｔ４～ｔ５の期間において、映像信号ＳＢに基づく表示を行う。以下
に、その詳細を説明する。
【００６２】
　まず、タイミングｔ１～ｔ２の期間において、表示部２０では、表示駆動部５０から供
給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ、映像信号
ＳＡに基づく表示が行われる（図１２（Ａ））。バリア駆動部４１は、バリア駆動信号Ｄ
ＲＶＡとして、駆動信号ＤＲＶ０を開閉部１２Ａに係る透明電極１２０に印加するととも
に、駆動信号ＤＲＶ１を開閉部１２Ａに係る透明電極１２１に印加する（図１２（Ｃ））
。これにより、液晶バリア部１０では、開閉部１２Ａの光の透過率Ｔが上昇する（図１２
（Ｄ））。このタイミングｔ１～ｔ２の期間において、バックライト３０は、消灯する（
図１２（Ｂ））。これにより、観察者は、表示部２０における、映像信号ＳＢに基づく表
示から映像信号ＳＡに基づく表示への過渡的な変化、および開閉部１２における光の透過
率Ｔの過渡的な変化を見ることがないので、画質劣化を低減することができる。
【００６３】
　そして、タイミングｔ２～ｔ３の期間において、表示部２０では、表示駆動部５０から
供給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ、映像信
号ＳＡに基づく表示が再度行われる（図１２（Ａ））。バリア駆動部４１は、タイミング
ｔ２において、駆動信号ＤＲＶ０の電圧を反転させて開閉部１２Ａに係る透明電極１２０
に印加するとともに、駆動信号ＤＲＶ１の電圧を反転させて開閉部１２Ａに係る透明電極
１２１に印加する。液晶バリア部１０では、開閉部１２Ａは、その光の透過率Ｔが十分に
高くなって開状態となる（図１２（Ｄ））。そして、バックライト３０は、このタイミン
グｔ２～ｔ３の期間において点灯する（図１２（Ｂ））。これにより、観察者は、タイミ
ングｔ２～ｔ３の期間において、表示部２０の映像信号ＳＡに基づく表示を見ることがで
きる。
【００６４】
　次に、タイミングｔ３～ｔ４の期間において、表示部２０では、表示駆動部５０から供
給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ、映像信号
ＳＢに基づく表示が行われる（図１２（Ａ））。バリア駆動部４１は、バリア駆動信号Ｄ
ＲＶＡとして、０Ｖの直流電圧を開閉部１２Ａに係る透明電極１２０，１２１に印加する
とともに、バリア駆動信号ＤＲＶＢとして、駆動信号ＤＲＶ０を開閉部１２Ｂに係る透明
電極１２０に印加し、駆動信号ＤＲＶ１を開閉部１２Ｂに係る透明電極１２１に印加する
（図１２（Ｅ））。これにより、液晶バリア部１０では、開閉部１２Ａの光の透過率Ｔが
低下するとともに（図１２（Ｄ））、開閉部１２Ｂの光の透過率Ｔが上昇する（図１２（
Ｆ））。このタイミングｔ３～ｔ４の期間において、バックライト３０は消灯する（図１
２（Ｂ））。これにより、観察者は、表示部２０における、映像信号ＳＡに基づく表示か
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ら映像信号ＳＢに基づく表示への過渡的な変化、および開閉部１２における光の透過率Ｔ
の過渡的な変化を見ることがないので、画質劣化を低減することができる。
【００６５】
　そして、タイミングｔ４～ｔ５の期間において、表示部２０では、表示駆動部５０から
供給される駆動信号に基づき、最上部から最下部に向かって線順次走査が行われ、映像信
号ＳＢに基づく表示が再度行われる（図１２（Ａ））。バリア駆動部４１は、タイミング
ｔ４において、駆動信号ＤＲＶ０の電圧を反転させて開閉部１２Ｂに係る透明電極１２０
に印加するとともに、駆動信号ＤＲＶ１の電圧を反転させて開閉部１２Ｂに係る透明電極
１２１に印加する。液晶バリア部１０では、開閉部１２Ｂは、その光の透過率Ｔが十分に
高くなって開状態となる（図１２（Ｆ））。そして、バックライト３０は、このタイミン
グｔ４～ｔ５の期間において点灯する（図１２（Ｂ））。これにより、観察者は、タイミ
ングｔ４～ｔ５の期間において、表示部２０の映像信号ＳＢに基づく表示を見ることがで
きる。
【００６６】
　以上の動作を繰り返すことにより、立体表示装置１は、映像信号ＳＡに基づく表示（開
閉部１２Ａにおける表示）と、映像信号ＳＢに基づく表示（開閉部１２Ｂにおける表示）
とを交互に繰り返して行う。
【００６７】
（液晶バリア部１０の液晶層３００の動作）
　次に、開閉部１２に係る透明電極１２０（透明電極層３１４）、透明電極１２１（透明
電極層３１２）、および透明電極層３２２に電圧を印加したときの、液晶層３００の動作
について説明する。なお、以下では、開閉部１２を例に説明するが、開閉部１１（透明電
極１１０，１１１および透明電極層３２２）の場合も同様である。
【００６８】
　図１３は、透明電極１２０，１２１に電圧Ｖａ，Ｖｂをそれぞれ印加した場合の、液晶
層３００における、図６のＶＩ－ＶＩ矢視方向の等電位分布を表すものである。なお、図
１３では、説明の便宜上、透明電極層３１２（透明電極１２１），３１４（透明電極１２
０），３２２も併せて示している。この例では、透明電極１２０に印加する電圧Ｖａは１
０Ｖであり、透明電極１２１に印加する電圧Ｖｂは、それぞれ、１２Ｖ（図１３（Ａ））
、１０Ｖ（図１３（Ｂ））、７．５Ｖ（図１３（Ｃ））、５Ｖ（図１３（Ｄ））、０Ｖ（
図１３（Ａ））である。なお、この例では、透明電極層３２２には０Ｖが印加されている
。
【００６９】
　図１３に示したように、透明電極１２１に印加する電圧Ｖｂにより、液晶層３００内の
等電位分布は変化する。具体的には、例えば、電圧Ｖｂが０Ｖである場合には、液晶層３
００内には、図１３（Ｅ）に示したように、透明電極層３１４において電極が形成されて
いる部分に対応する領域において等電位面Ｌが孤を描くように、等電位分布が形成される
。そして、この電圧Ｖｂを高くするに従い、図１３（Ｂ）～（Ｄ）に示したように、液晶
層３００内の等電位分布が平坦になっていく。一方、例えば、電圧Ｖｂが電圧Ｖａよりも
十分高い場合には（例えばＶｂ＝１２Ｖ）、図１３（Ａ）に示したように、液晶層３００
内には、透明電極層３１４において電極が形成されていない部分に対応する領域において
等電位面Ｌが孤を描くように、等電位分布が形成される。
【００７０】
　図１４は、液晶バリア部１０の開動作時（透過動作時）における、液晶層３００の液晶
分子Ｍの配向を表すものである。この例では、電圧Ｖａ，Ｖｂは共に１０Ｖであり、透明
電極層３２２には０Ｖが印加されている。図１４に示したように、液晶分子Ｍは、その長
軸が等電位面Ｌと平行になるように配向する。この条件では、等電位分布が液晶層３００
内においてほぼ平坦になることから、液晶層内１９の液晶分子Ｍは、その長軸が基板面に
平行な方向になるように、ほぼ一様に配向する。
【００７１】
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　図１５は、様々な電圧Ｖｂを透明電極１２１に印加したときの、液晶層３００の透過率
Ｔを表すものである。なお、図１３，１４と同様に、電圧Ｖａは１０Ｖであり、透明電極
層３２２には０Ｖが印加されている。
【００７２】
　電圧Ｖｂを８Ｖから高くしていくと、図１５に示したように、液晶層３００の透過率Ｔ
は上昇していく。そして、この例では、電圧Ｖｂが１０．５Ｖ程度になったときに、最も
透過率Ｔが高くなる。そして、電圧Ｖｂをさらに高くすると、透過率Ｔが減少する。
【００７３】
　液晶層３００の透過率Ｔは、液晶分子Ｍが基板面に平行な方向に配向することにより高
くなる。よって、この例は、透明電極１２１に対して１０．５Ｖ程度の電圧Ｖｂを印加し
たときに、等電位分布が最も平坦になることを意味している。このように、等電位分布を
平坦にするために透明電極１２１に対して印加する電圧Ｖｂ（１０．５Ｖ）が、透明電極
１２０に印加する電圧Ｖａ（１０Ｖ）よりも若干高いのは、絶縁層３１３に起因している
。すなわち、透明電極１２１に１０．５Ｖを印加すると、透明電極層３１４のスリット部
分を介して、対向基板３２０の透明電極層３２２との間の液晶層３００および絶縁層３１
３において電界が生じ、そのスリット部分における電圧が約１０Ｖになる。これにより、
透明電極層３１４において、透明電極１１０，１２０が配置されている部分と、配置され
ていない部分（スリット部分）とで電圧がほぼ同じになり、液晶層３００に印加される電
圧が均一になる。このように、透明電極１２１に印加する電圧を、透明電極１２０に印加
する電圧に比べて、絶縁層３１３の分だけ高くすることにより、等電位分布を平坦にする
ことができる。
【００７４】
　このように、液晶バリア部１０では、透明電極層３１２を設け、開閉部１１，１２を開
状態（透過状態）にする際、この透明電極層３１２の透明電極１１１，１２１に電圧を印
加するようにしたので、液晶層３００における等電位分布を平坦にすることができ、透過
率Ｔを高くすることができる。
【００７５】
　以上に説明したように、液晶バリア部１０を動作させるときは、液晶層３００の透過率
Ｔを高めるために、液晶層３００内における等電位分布が平坦になるように（例えば図１
３（Ｂ））、透明電極１２０，１２１を駆動する。一方、液晶バリア部１０を製造する際
には、プレチルトを付加するために、電界歪み（横電界）を有する等電位分布になるよう
に（例えば図１３（Ｃ））、透明電極１２０，１２１を駆動する。以下に、液晶バリア部
１０の製造工程について説明する。
【００７６】
（液晶バリア部１０の製造工程）
　図１６は、液晶バリア部１０の製造工程を表すものである。液晶バリア部１０の製造工
程は、バリア製造工程Ｐ１０と、プレチルト付与工程Ｐ２０とを含んでいる。バリア製造
工程Ｐ１０では、駆動基板３１０および対向基板３２０を製造し、その後、これらの駆動
基板３１０および対向基板３２０の間に液晶層３００を形成し、封止する。プレチルト付
与工程では、駆動基板３１０および対向基板３２０の各電極に電圧を印加しつつＵＶを照
射することによりプレチルトを付与し、最後に偏光板３１６，３２６を貼り合わせる。以
下にその詳細を説明する。
【００７７】
　まず、バリア製造工程Ｐ１０において、駆動基板３１０を製造する（ステップＳ１１）
。具体的には、まず、透明基板３１１の表面に、透明電極層３１２を例えば蒸着法やスパ
ッタ法により成膜した後、フォトリソグラフィ法により矩形状にパターニングし、透明電
極１１１，１２１を形成する。続いて、この透明電極層３１２上に、絶縁層３１３を例え
ばプラズマＣＶＤ法により、所望の厚みとなるように成膜する。次いで、絶縁層３１３上
に、透明電極層３１４を、例えば蒸着法やスパッタ法により成膜した後、フォトリソグラ
フィ法によりパターニングし、幹部分６１，６２や枝部分６３を有する透明電極１１０，
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１２０を形成する。尚、絶縁層３１３および平坦化膜にはコンタクトホールを設け、この
コンタクトホールを介して透明電極層３１２および透明電極層３１４をそれぞれ、透明基
板３１１上に形成されたメタル等からなる外周配線に電気的に接続する。そして、透明電
極層３１４の表面、および透明電極層３１４における透明電極１１０，１２０の隙間（ス
リット）により露出した絶縁層３１３の表面を覆うように、例えばスピンコート法により
垂直配向剤を塗布し、ベークすることにより、配向膜３１５を形成する。
【００７８】
　次に、対向基板３２０を製造する（ステップＳ１２）。具体的には、まず、透明基板３
２１の表面に、透明電極層３２２を例えば蒸着法やスパッタ法により成膜する。そして、
この透明電極層３２２の表面に、例えばスピンコート法により垂直配向剤を塗布し、ベー
クすることにより、配向膜３２５を形成する。
【００７９】
　次に、液晶層形成および封止を行う（ステップＳ１３）。具体的には、まず、ステップ
Ｓ１１において製造した駆動基板３１０の周縁領域に、例えばＵＶ硬化性や熱硬化性のシ
ール部を印刷する。そして、このシール部に囲まれた領域内に、例えばＵＶ硬化性のモノ
マーを混入させた液晶を滴下注入することにより液晶層３００を形成する。この後、駆動
基板３１０の上に、対向基板３２０を、例えば感光性のアクリル樹脂よりなるスペーサを
介して重ね合わせ、シール部を硬化させる。このようにして、駆動基板３１０および対向
基板３２０の間に液晶層３００が封止される。
【００８０】
　次に、プレチルト付与工程Ｐ２０において、電圧を印加する（ステップＳ２１）。具体
的には、駆動基板３１０において、透明電極層３１４の全ての透明電極１１０，１２０に
対して電圧Ｖａ（例えば１０Ｖ）を印加するとともに、透明電極層３１２の全ての透明電
極１１１，１２１に対して電圧Ｖａよりも低い電圧Ｖｂ（例えば７．５Ｖ）を印加する。
また、対向基板３２０において、透明電極層３２２に対して電圧Ｖcom（０Ｖ）を印加す
る。これにより、液晶層３００には、例えば図１３（Ｃ）に示したように電界歪み（横電
界）が発生し、液晶分子Ｍは、透明電極１１０，１２０の枝領域７１～７４のパターンに
応じて傾倒する。
【００８１】
　次に、ＵＶを照射する（ステップＳ２２）。具体的には、ステップＳ２１で示したよう
に電圧を印加しつつ、ＵＶ照射を行う。
【００８２】
　図１７は、プレチルトを付与するときの液晶層３００における液晶分子Ｍの状態を表す
ものであり、（Ａ）はＵＶ照射時の状態を示し、（Ｂ）はＵＶ照射後の状態を示す。図１
７（Ａ）に示したように、透明電極層３１４の全ての透明電極１１０，１２０、透明電極
層３１２の全ての透明電極１１１，１２１、および透明電極層３２２に対してそれぞれ電
圧を印加し、液晶分子Ｍが傾いた状態で、ＵＶ照射を行うことにより、液晶層３００に混
入したモノマーが、配向膜３１５，３２５との界面近傍において硬化する。その後、これ
らの全ての電極に０Ｖを印加すると、図１７（Ｂ）示したように、その界面近傍に形成さ
れたポリマーが、液晶分子Ｍを垂直方向から僅かに傾けた状態で保持する。このようにし
て、液晶分子Ｍにはプレチルト角θが付与される。
【００８３】
　次に、偏光板を貼り合わせる（ステップＳ２３）。具体的には、透明基板３１１のうち
液晶層３００を封止している面とは反対の面に偏光板３１６を貼り合わせ、透明基板３２
１のうち液晶層３００を封止している面とは反対の面に偏光板３２６を貼り合わせる。そ
の際、偏光板３１６、３２６は、ノーマリーブラック動作を行う液晶バリアを製造する場
合において、互いにクロスニコル配置となるように貼り合わせる。
【００８４】
　以上により、液晶バリア部１０が完成する。
【００８５】
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　このように、液晶バリア部１０では、透明電極層３１４を設け、液晶バリア部１０の製
造時に、この透明電極層３１４の透明電極１１０，１２０に電圧を印加するようにしたの
で、プレチルトを付与することができる。
【００８６】
（比較例）
　次に、比較例に係る液晶バリア部１０Ｒについて説明し、その比較例と対比して本実施
の形態の作用を説明する。
【００８７】
　本比較例は、駆動基板において、透明電極層３１２を含まない駆動基板３１０Ｒを用い
て、液晶バリア部１０Ｒを構成したものである。その他の構成は、本実施の形態（図１な
ど）と同様である。
【００８８】
　図１８は、本比較例に係る液晶バリア部１０Ｒの一構成例を表すものである。液晶バリ
ア部１０Ｒは、駆動基板３１０Ｒを有している。駆動基板３１０Ｒは、本実施の形態に係
る駆動基板３１０において、透明電極層３１２（透明電極１１１，１２１）および絶縁層
３１３を省いたものである。
【００８９】
　図１９は、本比較例に係る液晶バリア部１０Ｒの開動作時（透過動作時）における、液
晶層３００の液晶分子Ｍの配向を表すものである。本比較例に係る液晶バリア部１０Ｒで
は、本実施の形態に係る液晶バリア部１０と異なり、駆動基板に透明電極層３１２がない
ため、図１９に示したように、液晶層３００内において、等電位分布を一様とすることが
できず、透明電極１２０の各端部に対応する部分Ｚにおいて電界歪み（横電界）が発生す
る。液晶分子Ｍは、その長軸が等電位面と平行になるように配向するため、この部分Ｚに
おいて、液晶分子Ｍは、基板面に対して平行な向きからずれ、液晶層３００の透過率Ｔが
低下してしまう。具体的には、図１５に点線で示したように、本比較例に係る液晶バリア
部１０Ｒの透過率Ｔは低い値（例えば０．８８程度）になってしまう。
【００９０】
　一方、本実施の形態に係る液晶バリア部１０では、透明電極層３１２を設け、開閉部１
１，１２を開状態（透過状態）にする際に、透明電極層３１２の透明電極１１０，１２０
に電圧を印加するようにしたので、この部分Ｚにおいて電界歪み（横電界）の発生を抑え
ることができるため、液晶層３００の透過率Ｔの低下を抑えることができる。
【００９１】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、透明電極層３１２を設け、開閉部を開状態（透過状態
）にする際に、この透明電極層３１２の透明電極１１１，１２１に電圧を印加するように
したので、透明電極層３１４における透明電極１１０，１２０だけでなく、それらのスリ
ット部分にも十分な電圧を印加することができるようになるため、液晶層における等電位
分布を平坦にすることができ、透過率を高くすることができる。
【００９２】
　また、本実施の形態では、開閉部を開状態（透過状態）にする際に、透明電極１１１，
１２１に印加する駆動信号ＤＲＶ１の振幅を、透明電極１１０，１２０に印加する駆動信
号ＤＲＶ０の振幅よりも大きくしたので、液晶層における等電位分布をさらに平坦にする
ことができ、透過率を高くすることができる。
【００９３】
　また、本実施の形態では、透明電極層３１４を設け、液晶バリア部の製造時に、この透
明電極層３１４の透明電極１１０，１２０に任意の電圧を印加できるようにしたので、プ
レチルト付与時の液晶配向を安定させることができ、動作時において、このプレチルトに
よりバリアの応答特性を改善することができる。
【００９４】
　また、本実施の形態では、液晶バリア部の製造時に、透明電極層３１２にも任意の電圧
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を印加するようにしたので、印加電圧によりプレチルト角を調整することができる。
【００９５】
［変形例１］
　上記実施の形態では、透明電極層３１４の透明電極１１０，１２０は、４つの枝領域（
ドメイン）６１～６４を有するようにしたが、これに限定されるものではない。以下に、
これらの透明電極が２つの枝領域を有する場合を例に説明する。
【００９６】
　図２０は、本変形例に係る液晶バリア部における透明電極層３１２，３１４の一構成例
を表すものである。透明電極層３１４は、開閉部１１に係る透明電極２１０、および開閉
部１２に係る透明電極２２０を有している。透明電極２１０，２２０には、それぞれ、幹
部分６１により区切られた２つの枝領域８１，８２が設けられている。
【００９７】
　枝部分６３は、各枝領域８１，８２において、幹部分６１から延びるように形成されて
いる。枝領域８１，８２の枝部分６３は、各領域内において同じ方向に延伸するとともに
、枝領域ごとに異なる方向に延伸している。枝領域８１の枝部分６３の延伸方向と、枝領
域８２の枝部分６３の延伸方向とは、垂直方向Ｙを軸として対して対称になっている。こ
の例では、具体的には、枝領域８１の枝部分６３は、水平方向Ｘから反時計まわりに所定
の角度（例えば４５度）だけ回転させた方向に延伸しており、枝領域８２の枝部分６３は
、水平方向Ｘから時計まわりに所定の角度（例えば４５度）だけ回転させた方向に延伸し
ている。
【００９８】
　この場合でも、開閉部を開状態（透過状態）にする際に、透明電極層３１２の透明電極
１１１，１２１に電圧を印加することにより、液晶層３００における等電位分布を平坦に
することができ、透過率Ｔを高くすることができるとともに、液晶バリア部の製造時に、
透明電極層３１４の透明電極２１０，２２０に電圧を印加することにより、プレチルトを
付与することができる。
【００９９】
［変形例２］
　上記実施の形態では、開閉部１１，１２が開閉動作を行う際、透明電極層３１４の透明
電極１１０，１２０に対して駆動信号ＤＲＶ０を印加し、透明電極層３１２の透明電極１
１１，１２１に対して振幅の大きい駆動信号ＤＲＶ１を印加したが、これに限定されるも
のではなく、これに代えて、透明電極１１０，１１１，１２０，１２１に対して、同じ振
幅の駆動信号を印加してもよい。これは、図１５の例において、電圧Ｖｂを１０Ｖにする
ことに対応するものである。この場合でも、例えば上記比較例に比べて、液晶層３００の
透過率Ｔを十分に高くすることができるとともに、バリア駆動信号ＤＲＶを生成するバリ
ア駆動部４１の構成をシンプルにすることができる。
【０１００】
［変形例３］
　上記実施の形態では、バリア駆動部４１は、液晶バリア部１０を動作させる際、透明電
極１１０，１２０（透明電極層３１４）および透明電極１１１，１２１（透明電極層３１
２）の両方を駆動したが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、透明
電極１１１，１２１（透明電極層３１２）のみを駆動してもよい。この場合、例えば、透
明電極１１０，１２０（透明電極層３１４）はフローティング状態にすることが可能であ
る。
【０１０１】
［変形例４］
　上記実施の形態では、液晶バリア部１０の製造時に、透明電極層３１２の全ての透明電
極１１１，１２１に対して電圧Ｖａよりも低い電圧Ｖｂを印加したが、これに限定される
ものではなく、これに代えて、電圧Ｖａと等しい電圧Ｖｂ（例えば１０Ｖ）を印加しても
よい。この場合でも、例えば図１３（Ｂ）に示したように電界歪（横電界）が発生するた
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め、プレチルトを付与することができる。
【０１０２】
［変形例５］
　上記実施の形態では、液晶バリア部１０の製造時に、透明電極１１０，１２０（透明電
極層３１４）および透明電極１１１，１２１（透明電極層３１２）の両方に電圧を印加し
たが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、透明電極１１０，１２０
（透明電極層３１４）のみに電圧を印加してもよい。この場合、例えば、透明電極１１１
，１２１（透明電極層３１２）はフローティング状態にすることが可能である。
【０１０３】
［変形例６］
　上記実施の形態では、透明電極層３１２において、例えば図６（Ｂ）に示したように、
透明電極１１０，１２０に対応する部分に透明電極１１１，１２１を一様に形成したが、
これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図２１に示したように、透明電
極１１０，１２０に対応する部分のうち、枝部分６３が形成されていない部分に対応する
位置に透明電極１１１Ｂ，１２１Ｂを形成してもよい。その際、透明電極１１０，１２０
と、透明電極１１１Ｂ，１２１Ｂとは、図２１において部分Ｐｏｗで示したように、互い
にオーバーラップするように構成されるのが望ましい。
【０１０４】
　以上、実施の形態およびいくつかの変形例を挙げて本技術を説明したが、本技術はこれ
らの実施の形態等には限定されず、種々の変形が可能である。
【０１０５】
　例えば、上記実施の形態等では、立体表示装置１のバックライト３０、表示部２０、液
晶バリア部１０は、この順に配置したが、これに限定されるものではなく、これに代えて
、図２２に示したように、バックライト３０、液晶バリア部１０、表示部２０の順に配置
してもよい。
【０１０６】
　図２３は、本変形例に係る表示部２０および液晶バリア部１０の動作例を表すものであ
り、（Ａ）は、映像信号ＳＡが供給された場合を示し、（Ｂ）は映像信号ＳＢが供給され
た場合を示す。本変形例では、バックライト３０から射出した光は、まず液晶バリア部１
０に入射する。そして、その光のうち、開閉部１２Ａ，１２Ｂを透過した光が表示部２０
において変調されるとともに、６つの視点映像を出力するようになっている。
【０１０７】
　また、例えば、上記実施の形態等では、液晶バリアの開閉部はＹ軸方向に延伸するもの
としたが、これに限定されるものではなく、これに代えて、例えば、図２４（Ａ）に示し
たステップバリア形式や、図２４（Ｂ）に示した斜めバリア形式であってもよい。ステッ
プバリア形式については、例えば、特開２００４－２６４７６２に記載がある。また、斜
めバリア形式については、例えば、特開２００５－８６５０６に記載がある。
【０１０８】
　また、例えば、上記実施の形態等では、開閉部１２は２つのグループを構成したが、こ
れに限定されるものではなく、これに代えて、例えば３つ以上のグループを構成するよう
にしてもよい。これにより、表示の分解能をさらに改善することができる。以下に、その
詳細を説明する。
【０１０９】
　図２５は、開閉部１２が３つのグループＡ，Ｂ，Ｃを構成する場合の例を表すものであ
る。上記実施の形態と同様に、開閉部１２ＡはグループＡに属する開閉部１２を示し、開
閉部１２ＢはグループＢに属する開閉部１２を示し、開閉部１２ＣはグループＣに属する
開閉部１２を示す。
【０１１０】
　このように、開閉部１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃを時分割的に交互に開放して映像を表示す
ることにより、この変形例に係る立体表示装置は、開口部１２Ａのみをもつ場合に比べ、
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３倍の解像度を実現することが可能となる。言い換えれば、この立体表示装置の解像度は
、２次元表示の場合に比べ１／２（＝１／６×３）で済むこととなる。
【０１１１】
　また、例えば、上記実施の形態等では、映像信号ＳＡ，ＳＢが６つの視点映像を含むよ
うにしたが、これに限定されるものではなく、５つ以下の視点映像や、７つ以上の視点映
像を含むようにしてもよい。この場合、図１０に示した液晶バリア部１０の開閉部１２Ａ
，１２Ｂと、画素Ｐｉｘとの関係も変化する。すなわち、例えば、映像信号ＳＡ，ＳＢが
５つの視点映像を含む場合には、開閉部１２Ａは、表示部２０の５つの画素Ｐｉｘに１つ
の割合で設けることが望ましく、同様に、開閉部１２Ｂは、表示部２０の５つの画素Ｐｉ
ｘに１つの割合で設けることが望ましい。
【０１１２】
　また、例えば、上記実施の形態等では、表示部２０は液晶表示部としたが、これに限定
されるものではなく、これに代えて、例えば有機ＥＬ（Electro Luminescence）などを用
いたＥＬ表示部であってもよい。この場合、図１に示したバックライト駆動部４２および
バックライト３０は不要となる。
【０１１３】
　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【０１１４】
（１）映像を表示する表示部と、
　光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリアを有する液晶バリア部と
　を備え、
　前記液晶バリア部は、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟むように構成された第１の基板、およびその第１の基板に面する側に共
通電極が形成された第２の基板と
　を有し、
　前記第１の基板は、
　前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極と、
　前記第１の電極と前記液晶層との間において、前記液晶バリアに対応する位置に形成さ
れた第２の電極と
　を有する
　表示装置。
【０１１５】
（２）前記液晶バリア部の各液晶バリアを駆動する駆動部を備え、
　前記駆動部は、前記第１の電極、およびその第１の電極に対応する第２の電極のうちの
、少なくとも前記第１の電極を駆動する
　前記（１）に記載の表示装置。
【０１１６】
（３）前記駆動部は、前記第２の電極をも駆動する
　前記（２）に記載の表示装置。
【０１１７】
（４）前記第２の電極は、複数のスリットを有する
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の表示装置。
【０１１８】
（５）前記液晶バリアは所定の方向に延伸するように形成され、
　前記第２の電極は、
　前記所定の方向に延伸する幹部分と、
　前記幹部分の両側に形成された複数の枝部分と
　を有し、
　前記複数の枝部分が前記複数のスリットを構成する
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　前記（４）に記載の表示装置。
【０１１９】
（６）前記第１の電極および前記第２の電極の間に配置された絶縁層を
　さらに備えた
　前記（１）から（５）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２０】
（７）３次元映像表示モードおよび２次元映像表示モードを含む複数の表示モードを有し
、
　前記複数の液晶バリアは、複数の第１の液晶バリアおよび複数の第２の液晶バリアを有
し、
　前記３次元映像表示モードでは、前記表示部が複数の異なる視点映像を表示し、前記複
数の第１の液晶バリアが透過状態になるとともに、前記複数の第２の液晶バリアが遮断状
態になることにより、３次元映像を表示し、
　前記２次元映像表示モードでは、前記表示部が１つの視点映像を表示し、前記複数の第
１の液晶バリアおよび前記複数の第２の液晶バリアが透過状態になることにより、２次元
映像を表示する
　前記（１）から（６）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２１】
（８）前記複数の第１の液晶バリアは、複数のバリアグループにグループ分けされ、
　前記３次元映像表示モードでは、前記複数の第１の液晶バリアは、バリアグループごと
に、時分割的に透過状態および遮断状態との間で切り換わる
　前記（７）に記載の表示装置。
【０１２２】
（９）前記表示部は液晶表示部であり、
　バックライトをさらに備え、
　前記液晶表示部は、前記バックライトと前記液晶バリア部との間に配置されている
　前記（１）から（８）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２３】
（１０）前記表示部は液晶表示部であり、
　バックライトをさらに備え、
　前記液晶バリア部は、前記バックライトと前記液晶表示部との間に配置されている
　前記（１）から（８）のいずれかに記載の表示装置。
【０１２４】
（１１）光の透過と遮断とを切り換え可能な複数の液晶バリアを駆動し、
　前記液晶バリアの駆動に同期して映像を表示し、
　前記液晶バリアを駆動する際、
　前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第１の電極、および前記第１の電
極とは異なる層における前記液晶バリアに対応する位置にそれぞれ形成された第２の電極
のうちの、少なくとも複数の前記第１の電極に第１の駆動信号を印加し、
　前記第２の電極の側に液晶層を介して離間して配置された共通電極に共通信号を印加す
る
　表示装置の駆動方法。
【０１２５】
（１２）さらに、前記第２の電極に第２の駆動信号を印加する
　前記（１１）に表示装置の駆動方法。
【０１２６】
（１３）前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号および前記第２の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧
レベルとする、互いに異なる振幅を有する交流駆動信号である
　前記（１２）に記載の表示装置の駆動方法。
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【０１２７】
（１４）前記第１の駆動信号の振幅は、前記第２の駆動信号の振幅よりも大きい
　前記（１３）に記載の表示装置の駆動方法。
【０１２８】
（１５）前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号および前記第２の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧
レベルとする、互いに等しい振幅を有する交流駆動信号である
　前記（１２）に記載の表示装置の駆動方法。
【０１２９】
（１６）前記共通信号は直流信号であり、
　前記第１の駆動信号は、前記共通信号の直流電圧を中心電圧レベルとした交流駆動信号
である
　前記（１１）に記載の表示装置の駆動方法。
【０１３０】
（１７）液晶層と、
　前記液晶層を挟むように構成された第１の基板、およびその第１の基板に面する側に共
通電極が形成された第２の基板と
　を備え、
　前記第１の基板は、
　複数の第１の電極と、
　前記第１の電極と前記液晶層との間において、前記第１の電極に対応する位置に形成さ
れた第２の電極と
　を有する
　バリア装置。
【０１３１】
（１８）第１の基板に、複数の第１の電極を形成し、その上に前記第１の電極と離間して
その第１の電極に対応する位置に第２の電極をそれぞれ形成する工程と、
　第２の基板に共通電極を形成する工程と、
　前記第１の基板の、前記第１の電極および前記第２の電極が形成された側と、前記第２
の基板との間に液晶層を封止する工程と、
　少なくとも前記第２の電極および前記共通電極を通じて、前記液晶層に電圧を印加しつ
つ、前記液晶層を露光することにより、前記液晶層にプレチルトを付与する工程と
　を含むバリア装置の製造方法。
【０１３２】
（１９）前記液晶層にプレチルトを付与する工程では、前記第１の電極にも、電圧を印加
する
　前記（１８）に記載のバリア装置の製造方法。
【０１３３】
（２０）前記第１の電極と前記共通電極との間の電位差が、前記第２の電極と前記共通電
極との間の電位差よりも小さくなるように、前記第１の電極および前記第２の電極に電圧
を印加する
　前記（１９）に記載のバリア装置の製造方法。
【０１３４】
（２１）前記第１の電極の電圧と前記第２の電極の電圧が等しい
　前記（１９）に記載のバリア装置の製造方法。
【符号の説明】
【０１３５】
　１，１Ｂ…立体表示装置、１０，１０Ａ，１０Ｂ…液晶バリア部、１１，１２，１２Ａ
，１２Ｂ…開閉部、２０…表示部、３０…バックライト、４０…制御部、４１…バリア駆
動部、４２…バックライト駆動部、５０…表示駆動部、５１…タイミング制御部、５２…
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ゲートドライバ、５３…データドライバ、６１，６２…幹部分、６３…枝部分、７０…サ
ブ電極領域、７１～７４，８１，８２…枝領域、１１０，１１１，１２０，１２１，２１
０，２２０…透明電極、２０１，２０５…透明基板、２０２…画素電極、２０３…液晶層
、２０４…対向電極、２０６ａ，２０６ｂ…偏光板、２０７…駆動基板、２０８…対向基
板、３１０…駆動基板、３１１，３２１…透明基板、３１２，３１４，３２２…透明電極
層、３１３…絶縁層、３１５，３２５…配向膜、３１６，３２６…偏光板、３２０…対向
基板、Ａ，Ｂ…グループ、Ｃ…保持容量素子、ＣＢＬ…バックライト制御信号、ＣＢＲ…
バリア制御信号、Ｄ…データ線、ＤＲＶ…バリア駆動信号、ＤＲＶ０，ＤＲＶ１…駆動信
号、Ｅ１，Ｅ２…幅、Ｇ…ゲート線、ＬＣ…液晶素子、Ｌ…等電位面、Ｍ…液晶分子、Ｐ
ix…画素、Ｐ１～Ｐ６…画素情報、Ｐ１０…バリア製造工程、Ｐ２０…プレチルト付与工
程、Ｓ，Ｓ１，ＳＡ，ＳＢ，Ｓdisp…映像信号、Ｔｒ…ＴＦＴ素子、Ｔ０…表示周期、Ｔ
１…走査周期、Ｖａ，Ｖｂ…電圧、ＶＳＷ０，ＶＳＷ１…振幅、θ…プレチルト角。

【図１】 【図２】
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